
きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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アマゴ釣り教室

赤ちゃん誕生祝い金を交付しました。赤ちゃん誕生祝い金を交付しました。赤ちゃん誕生祝い金を交付しました。
赤ちゃんの誕生を祝福し、あわせて健やかな成長を願い、

「赤ちゃん誕生祝い金」が交付されました。

竹本 渚紗 ちゃん （父・知昭さん　母・沙耶さん）
（令和7年2月5日生まれ）

「温かく見守ってくださる地域の皆さまに感謝しながら、
健やかに成長していってほしいと願っています！」

なぎ さ

令和７年度下北山村生活応援商品券を配布しました。

お問合せ　下北山村役場　地域振興課 TEL：07468-6-0074
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注：進出拠点とは,最初に被災地に進出する時の目的となる地点

・給水施設

↑防災道の駅の整備イメージ

　
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
一
帯
で
設
置
を
目
指
し
て
い
る
道
の
駅

「
き
な
り
の
郷
　
下
北
山
」（
仮
称
）
が
、
国
土
交
通
省
の
「
防
災
道

の
駅
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
防
災
道
の
駅
は
、
大
規
模
災
害
時
な
ど
に
自
衛
隊
や
警
察
、
国
な

ど
が
行
う
救
援
活
動
や
緊
急
物
資
基
地
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

お
り
、
全
国
で
79
か
所
の
道
の
駅
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
奈
良
県

で
は
「
道
の
駅
ク
ロ
ス
ウ
ェ
イ
な
か
ま
ち
」
に
次
い
で
２
番
目
に
な

り
ま
す
。

　
令
和
５
年
12
月
の
国
道
１
６
９
号
の
土
砂
崩
れ
を
は
じ
め
、
昨
今

の
様
々
な
災
害
に
よ
り
、村
内
で
も
防
災
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
紀
伊
半
島
の
山
間
部
で
あ
る
下
北
山
村
に
「
防
災
道
の
駅
」
が
あ

る
こ
と
は
、
地
震
や
災
害
時
の
防
災
拠
点
と
し
て
、
村
民
は
も
と
よ

り
、
国
道
１
６
９
号
沿
線
自
治
体
の
方
々
、
地
域
に
来
訪
い
た
だ
く

観
光
客
の
皆
様
等
の
安
心
・
安
全
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
、
国
や
県
の
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
防
災
道
の
駅
と
し

て
の
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
の
整
備
を
着
実
に
進
め
て
行
く
予
定
で

す
。 下

北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
が

防
災
道
の
駅
に
選
定
さ
れ
ま
し
た

  

　
５
月
１
日
（
木
）
下
北
山
村

議
会
第
１
回
臨
時
会
が
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
臨
時
会
は
任
期
末
を

迎
え
た
２
つ
の
常
任
委
員
会
及

び
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選

任
と
、
栗
本
議
長
か
ら
議
長
辞

職
願
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
、
辞
職
が
許
可
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
新
し
い
議
長
を

決
め
る
選
挙
が
行
わ
れ
指
名
推

薦
に
よ
り
、
松
本 

良
三 

議
員

が
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
副
議
長
選
挙
も
行
わ

れ
、
指
名
推
薦
に
よ
り
、
和
田 

晃
裕 

議
員
が
副
議
長
に
就
任

し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
議
会
の
構
成
と
し

て
、
総
務
常
任
委
員
会
、
産
業

建
設
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運

営
委
員
会
の
委
員
長
、
副
委
員

長
及
び
委
員
の
選
任
結
果
や
、

各
組
合
議
会
及
び
企
業
団
議
会

に
所
属
す
る
議
員
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

　
５
月
臨
時
会
に
お
い
て
、

議
長
、
副
議
長
の
要
職
に
就

任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
身
に
余
る
光

栄
と
共
に
職
責
の
重
大
さ
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、本
村
に
お
い
て
は
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、

国
・
県
道
の
改
良
促
進
、
地

域
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
創

出
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設

の
再
整
備
と
重
大
な
課
題
に

直
面
す
る
中
、
本
村
の
特
性

に
即
し
た
村
づ
く
り
が
一
層

重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
、
行
政
の
監

視
機
能
を
果
た
す
だ
け
で
な

く
、
村
執
行
部
と
協
議
・
検

討
を
重
ね
つ
つ
、
最
善
の
判

断
を
行
う
重
大
な
責
務
を

担
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て

自
覚
し
、
住
み
よ
い
村
づ
く

り
、
持
続
可
能
な
村
づ
く
り

の
た
め
、
村
民
の
皆
様
の
声

を
拝
聴
し
な
が
ら
、
よ
り
身

議
　長
　松
本 

良
三

副
議
長
　和
田 

晃
裕

近
で
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
議

会
運
営
に
努
め
る
決
意
で
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
村
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

下
北
山
村
議
会
議
長
・
副
議
長
就
任
の
挨
拶

令
和
７
年
　第
１
回

下
北
山
村
議
会
臨
時
会
を
開
催

辻
辻

辻

辻

辻
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5
月
3
日
か
ら
6
日
ま
で
の
4
日
間

「
下
北
山
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
緑
蔭
キ
ャ
ン

プ
」
が
開
催
さ
れ
、
10
〜
20
代
の
9
名

の
学
生
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
プ
期
間
中
の
5
月
5
日（
月・

祝
）
に
は
、
吉
野
杉
ホ
ー
ル
（
ふ
る
さ

と
文
化
伝
習
館
）
で
受
講
生
に
よ
る
発

表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
練
習
の
成
果
を
披
露
す
る
発
表
会
に

は
、
村
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
来
場
さ

れ
ま
し
た
。

　
受
講
生
に
よ
る
熱
心
な
演
奏
に
惜
し

み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
る
中
、
最
後
に

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
登
壇
さ
れ
た
の
は

澤
和
樹
前
東
京
藝
術
大
学
学
長
を
は
じ

め
と
す
る
講
師
の
方
々
。
す
ば
ら
し
い

演
奏
に
よ
り
、
会
場
全
体
は
深
い
感
動

に
包
み
込
ま
れ
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
声
も

上
が
り
ま
し
た
。

　「
下
北
山
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
緑
蔭
キ
ャ

ン
プ
」
は
、
参
加
者
の
成
長
の
場
で
あ

る
と
同
時
に
、
村
の
文
化
的
な
魅
力
を

高
め
、
地
域
に
活
気
を
も
た
ら
す
素
晴

ら
し
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年
以
降
の
開
催
に
も
期
待
が
高
ま

り
ま
す
。

　
５
月
５
日
に
西
の
川（
桑
原
地
区
）

に
て
、
下
北
山
村
漁
業
協
同
組
合
に

よ
る
ア
マ
ゴ
釣
り
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
11
名
の
方
が
参
加
し
、
ア
マ
ゴ
が

釣
れ
て「
う
れ
し
い
」「
楽
し
い
」「
大

き
い
の
が
釣
れ
た
」
と
喜
び
の
声
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
渓
流
釣
り
の
楽
し

さ
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

ヴァイオリン緑蔭キャンプが開催されました

①～③キャンプ中の練習風景
④講師による演奏の様子
⑤全体集合写真

①②④

⑤ ③

ア
マ
ゴ
釣
り
教
室
が

　
　開
催
さ
れ
ま
し
た

　
５
月
７
日（
水
）午
前
10
時
よ
り
、

池
の
平
公
園
招
魂
社
に
お
き
ま
し

て
、
第
八
十
回
戦
没
者
招
魂
慰
霊
祭

が
ご
遺
族
並
び
に
、
来
賓
の
方
々
40

名
余
り
が
参
列
し
、
し
め
や
か
に
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
入
口
副
村
長
の
開
式
の

辞
の
後
、
国
歌
斉
唱
及
び
戦
没
者
に

対
す
る
黙
と
う
が
行
わ
れ
、
南
村
長

の
式
辞
、
和
田
副
議
長
・
奈
良
県
知

事
代
理
吉
野
福
祉
事
務
所
の
西
川
所

長
、
遺
族
会
山
本
会
長
の
追
悼
の
辞

に
続
き
、過
去
の
戦
争（
西
南
の
役
、

日
清
・
日
露
戦
争
、
第
二
次
大
戦
）

で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
二
百
十
三
柱
の

ご
英
霊
の
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
次
に
、参
列
者
全
員
に
よ
る
献
花
、

ま
た
、
戦
後
八
十
年
に
合
わ
せ
、
遺

族
会
よ
り
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
へ

の
思
い
を
後
世
に
残
し
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
忠
霊
塔
の
横
に
記
念
植

樹
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
遺
族

会
会
長
の
謝
辞
が
あ
り
、
森
岡
教
育

長
の
閉
式
の
辞
で
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

　「
私
た
ち
す
べ
て
の
世
代
の
人
々

が
、
悲
し
み
の
歴
史
を
繰
り
返
さ
な

い
と
の
決
意
を
新
た
に
す
る
と
と
も

に
、
戦
没
者
の
方
々
が
、
か
け
が
え

の
な
い
命
を
も
っ
て
示
さ
れ
た
戦
争

の
悲
劇
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
、
風
化

さ
せ
る
こ
と
な
く
次
の
世
代
へ
と
語

り
継
ぎ
、
健
康
で
心
豊
か
な
平
和
な

社
会
を
未
来
永
劫
に
実
現
し
て
い
く

こ
と
が
、
私
た
ち
に
課
さ
れ
た
使
命

で
あ
る
と
信
じ
、
全
力
を
尽
く
す
こ

と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
。」

と
南
村
長
が
式
辞
の
中
で
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
平
和
で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

日
　
時
　
令
和
7
年
7
月
8
日
（
火
）

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時

　
　
　
　（
受
付
　
13
時
〜
）

場
　
所
　
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
　
　
　
若
者
セ
ン
タ
ー
研
修
室

参
加
費
　
無
料

申
　
込
　
事
前
申
し
込
み
不
要

問
合
せ
　
住
民
課
（
６

－

０
０
０
２
）

主
　
催
　
下
北
山
村

　
　
　
　
下
北
山
村
人
権
・
同
和
問
題

　
　
　
　
啓
発
活
動
推
進
本
部

　
　
　
　
下
北
山
村
教
育
委
員
会

　
　
　
　
下
北
山
村
人
権
教
育
推
進
協

　
　
　
　
議
会

　
今
回
の
村
民
集
会
で
は
「
人
権
尊
重

の
む
ら
づ
く
り
は
差
別
を
な
く
す
学
習

か
ら
、
差
別
を
な
く
す
行
動
へ
！
」
を

テ
ー
マ
に
、
落
語
家 

露
の
眞
さ
ん
を

講
師
と
し
お
招
き
し
、
テ
ー
マ
に
つ
い

て
学
び
を
深
め
る
場
を
設
け
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

つゆ まこと

差
別
を
な
く
す
村
民
集
会
を

開
催
し
ま
す
。

お
し
ら
せ

令和7年度（第80回）
戦没者招魂慰霊祭
が執り行われました

記念植樹 遺族による献花

～講師～
落語家

露の眞　さん
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令和７年５月１日 現在　

診療所

給食センター

下下北北山山むむららづづくくりりセセンンタターー（（派派遣遣））　　  　　支配人　和田 英樹

下下北北山山村村社社会会福福祉祉協協議議会会（（派派遣遣））　　施設長　橋詰 和泉

総総 務務 課課

下下  北北  山山  村村  行行  政政  組組  織織  図図  おお  よよ  びび  人人  員員  配配  置置

主 幹 上 田 真 吾 （行財政、行政改革、過疎計画・辺地計画）

（総括、行政全般） 課長補佐 山 岡 綾 （奈良県及び吉野郡町村会、予算管理、全般補佐）

主 査 仲 怜 里 （消防・防災、情報化推進）

主 事 尾 中 優 （地方交付税、人事、選挙）

中 西 麻 依 （出納事務、職員給与）

主 事 栗 山 有 佳 （広報、公共交通、統計）

主 事 補 山 川 侑 亮 （庶務）

係 長 北 直 紀 （林業、地籍、獣害、漁業）

村
 

長
　
南
　
正
文

出出 納納 室室
主 事 水 本 昌 志 （出納事務、共済事務、基金管理・運用）

主 事

主 事 補 桑 添 翔 太 （住宅管理、簡易水道、庶務）

主 事 久 保 田 智 浩 （簡易水道、農業）

主 事 井 奥 海 斗 （一般土木、建築）

主 事 補 山 西 勇 介

主 事 補 齋 藤 慎 之 介

課 長　家 郷　亮 介

（農林土木、一般土木、水力発電）

地地 域域 振振 興興 課課
主 査 下 西 祐 子 （ふるさと納税、商工）

主 査

上 平 俊

主 事 補 竹 本 沙 耶

住住 民民 課課

乾 裕 貴 （上下北山衛生一部事務組合、廃棄物処理）

寒 作 功 一 （固定資産税、国民年金）

（総括、人権啓発、村営バス） 主 査 峯 正 和 （村民税、軽自動車税、福祉医療）

課 長　平 尾　孝 二

〈保健センター〉
課 長　杉 岡　貴 司 主 幹 中 村 洋 章 （介護保険・高齢者福祉）

主 事 阪 本 佳 穂 （戸籍・住民事務）

主 事

（保健事業（成老人関係））

保 健 師 山 本 さ や か （保健事業（母子関係））

主 事 中 村 聖 仁 （国民健康保険、後期高齢者医療）

（障がい者福祉・庶務）

船 迫 哲 也
田 結 荘 文

主 事 補 堀 貴 智 （障がい者福祉）

主 事 補 和 田 珠 希 （児童福祉・歯科診療・庶務）

（社会教育、社会体育、人権教育、文化財）

主 事 補 八 釣 武 士 （学校教育、給食運営）

（総括、教育委員会業務全般）

岡 田 香 代
阪 本 匠

事事 務務 局局
係 長 森 田 千 佳

下北山保育所

主 事 山 本 晃 次 朗

保 育 士
保 育 士
保 育 士

議議  会会  事事  務務  局局
局 長　後　呂　　智

教教
育育
委委
員員
会会

教
育
長
　
森
岡
 

和
久

（放課後児童クラブ、社会教育、保育所）

（移住・定住、スポーツ振興）

（地域振興）

（関係人口、情報発信）

主 事 補 上 平 一 輝

（観光振興、庶務）

主 査

副
村
長
　
入
口
　
和
明

医 師
看 護 師
看 護 師
主 事

峯 加 奈 絵

次 長  谷 口　英 雄

主 事 補 中 村 優 真

（総括、保健福祉全般）

栗 須 紗 栄
坪 井 奈 津 子
田 川 菜 月

保 育 士
保 育 士
保 育 士

（兼務）

調 理 員

中 西 淑
戸 嶋 律 子
中 村 い ず み

園 長 谷 口 英 雄

（議会、監査、交通防犯（兼務））

課 長　竹 本　知 昭　

課 長　 福 本　浩 典

会計管理者　福本浩典(兼務)

（総括、地域振興全般）

（総括、農林建設全般）

農農 林林 建建 設設 課課

保 健 師 寒 作 友 香

保保 健健 福福 祉祉 課課

　平成23年９月、台風12号により奈良県では
南部地域を中心に記録的な豪雨に見舞われまし
た。この台風による降水量は年間降水量の約６
割にも及んだ地域もあり、死者・行方不明者
24名、全・半壊家屋118棟という甚大な被害が
発生しました。
 　このような土砂災害を防ぐために村では、
砂防事業等のほか、土砂災害警戒区域及び特別
警戒区域が記載されたハザードマップを作製し
ております。
　このハザードマップは、過去に各家庭に配布
しましたが村のホームページで確認することも
できます。
　また、新たに転入された方や、追加で必要な
場合、下北山村役場で配布しております。

毎年６月は土砂災害防止月間です。みなさん
も自分の住んでいる地区が安全かどうかを確
かめ、災害に対する心構えをいま一度見つめ
直していただきますようお願いいたします。

毎年６月は土砂災害防止月間です
～あなたの住んでいる地域は安全ですか？～

砂災害ハザードマップ※役場にて配布しております。
A2サイズ　(594mm×420mm)

イメージ画像

已
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新緑の美しい季節も過ぎ、いよいよ梅雨の季節ですね。この時期から熱中症の
リスクも高くなります。喉が渇いていなくても水分補給を心がけてください。

保健センターからのお知らせ

健診結果説明会について
健診は受けた後が大切です！各公民館で
開催させていただきますので、ぜひご利用
ください。

【内　　容】総合健診の結果返却
　　　 　　講話、個別相談

【開催日時】

①の時間…午前10時～11時30分まで
②の時間…午後１時～２時30分まで
③の時間…午後３時～４時30分まで

【持ち物】健康手帳・スタンプラリー

子宮がん検診(個別)のお知らせ
本年度より県内の指定医療機関において、
子宮がん検診を受診していただけるように
なりました。希望される方は保健センター
までご連絡ください。
※例年通り、10月９日（木）に女性のがん
　検診（乳がん子宮がん）を予定しています。

【対　　象】本村に住民票を有する
　　　 　　20歳以上の女性

【実施場所】県内指定医療機関
【実施期間】令和７年６月１日～
　　　　　　　　 令和８年２月28日

【自己負担】無料
【問い合わせ】保健センター
　　　　　 　☎6-0015

懐メロ歌謡教室
皆さんの大好きな歌謡曲で盛り上がりま
しょう。音楽を愛する人、歌うことが大
好きな人、皆様のご参加お待ちしています。

【日　時】６月10日（火）
　　　 　午前10時30分～正午

【講　師】音楽療法士　福田 朝子
【場　所】保健センター
【持ち物】飲み物・スタンプラリー

ご長寿企画！脳トレ＆体操
みんなで楽しく認知症予防！家から出る
のは面倒だけど…参加したら絶対楽しい！

【日　時】６月12日（木）
　　　　 午後1時30分～ 2時10分

【講　師】松岡　岳史先生
【場　所】寺垣内コミュニティセンター
【持ち物】飲み物・スタンプラリー

こころの健康づくり相談会
相談内容はどんな些細なことでもかまいま
せん。相談員には、心の専門家である臨床
心理士が対応いたします。また、お話いた
だいた内容は秘密厳守されます。

【日　時】６月22日（日）
　　　 　午前９時～正午

【相談員】臨床心理士２名
【場　所】保健センター
※当日午前11時までに
　予約をお願いします。
※送迎なし

病気知らずの元気村
～健康しもきた豆知識②～

今回は、本村の死亡者の状況になります。年齢があ
がるにつれて死亡者数も増加しています。しかし、
79歳以下での死亡者も少なくはなく、79歳以下の
死亡の原因の多くは悪性新生物（がん）となってい
ます。また、循環器疾患による死亡者も多く、生活
習慣病予防や悪性新生物（がん）の早期発見早期治
療が重要です。

6月26日(木)
①佐田公民館
②保健センター
③池峰公民館

6月27日(金)
①桑原公民館
②寺垣内コミュニティーセンター
③池原公民館
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　村内の求人情報

【仕事内容】
ムラカラHOME（障害福祉サービスのグループホーム）
での清掃及び食事づくり
【募集人数】
1名
【募集期間】
2025年9月末頃まで
【問い合わせ先】
080-9181-1395

アルバイト

【仕事内容】
ホールスタッフ
宿泊施設の清掃
【募集人数】
2名
【募集期間】
随時募集
【問い合わせ先】
0742-87-2616

アングラーズベース下北山

業務委託 一般社団法人下北山つちのこパーク

【仕事内容】
フードコーディネーター
商品を活用したアレンジレシピの開発と撮影用の調理
【募集人数】
若干名
【募集期間】
随時募集
【問い合わせ先】
07468-6-0070

アルバイト株式会社リヴァ

▲詳しい求人情報はこちら

●村内の事業所の方々へ
求人情報を掲載しませんか？
村内の求人情報を掲載したい方は地域振興課までご相談くだ
さい。※掲載まで一定のお時間をいただきます。
あらかじめご了承ください。
【問い合わせ先】地域振興課　6-0074

●求人情報について
求人情報は、商工会を通じて取りまとめをさせていただき
掲載しています。本掲載は仕事について斡旋するものでは
なく、あくまで紹介するためのものです。求人情報につい
て詳しく知りたい方は、各事業者のお問合せ先までご連絡
ください。

▲詳しい求人情報はこちら

▲詳しい求人情報はこちら

     村内で働く先をお探しの方は、各事業所までお問い合わせください。
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【国際電話不取扱受付センター】
電話番号 ０１２０－２１０－３６４（通話料無料）
取扱時間オペレータ案内：平日午前９時から

午後５時まで
自動音声案内：平日、土日祝 時間

おお申申しし込込みみ・・おお問問いい合合わわせせははここちちららかからら

＋１ や＋４４などから始まる番号、たとえば

ここののよよううなな表表示示のの電電話話ににはは出出なないい、
かかけけ直直ささなないいよう、ご注意ください。

海海外外ととのの電電話話がが不不要要なな方方は、発信・着信を

無無償償でで休休止止ででききまますす
今すぐお申し込みを↓↓  ↓↓

+112345678

国 際 電 話 番 号 を 悪 用 し た

特 殊 詐 欺 に ご 注 意

詳細情報は
こちらから

＋
＋

固定電話・ひかり電話が対象です。そのほかにも一定の条件がありますので、詳詳ししくくはは申申込込みみのの際際にに確確認認ください。

令 和 ５ 年 １ １ 月 １ ５ 日
奈 良 県 警 察 本 部
生 活 安 全 企 画 課
（ 犯 罪 抑 止 対 策 室 ）

出ない

かけ直さない

かけない
から始まる電話番号、たとえば

０１０１６５４３２３４５６７

｢ ｣は海外に発信する際に使用する番号ですが、一見
すると携帯電話番号と見間違って、つい電話をかけてし
まうおそれがあります。ここののよよううなな電電話話番番号号ににかかけけなないい
よう、ご注意ください。

【国際電話不取扱受付センター】
電話番号 ０１２０－２１０－３６４（通話料無料）
取扱時間オペレータ案内：平日午前９時から

午後５時まで
自動音声案内：平日、土日祝 時間

おお申申しし込込みみ・・おお問問いい合合わわせせははここちちららかからら

＋１ や＋４４などから始まる番号、たとえば

ここののよよううなな表表示示のの電電話話ににはは出出なないい、
かかけけ直直ささなないいよう、ご注意ください。

海海外外ととのの電電話話がが不不要要なな方方は、発信・着信を

無無償償でで休休止止ででききまますす
今すぐお申し込みを↓↓  ↓↓

+112345678

国 際 電 話 番 号 を 悪 用 し た

特 殊 詐 欺 に ご 注 意

詳細情報は
こちらから

＋
＋

固定電話・ひかり電話が対象です。そのほかにも一定の条件がありますので、詳詳ししくくはは申申込込みみのの際際にに確確認認ください。

令 和 ５ 年 １ １ 月 １ ５ 日
奈 良 県 警 察 本 部
生 活 安 全 企 画 課
（ 犯 罪 抑 止 対 策 室 ）

出ない

かけ直さない

かけない
から始まる電話番号、たとえば

０１０１６５４３２３４５６７

｢ ｣は海外に発信する際に使用する番号ですが、一見
すると携帯電話番号と見間違って、つい電話をかけてし
まうおそれがあります。ここののよよううなな電電話話番番号号ににかかけけなないい
よう、ご注意ください。
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危険物 無事故へ挑む ゴング鳴る 
令和 7年度危険物安全週間推進標語   

 

６月第２週は危険物安全週間 

消防庁では、６月の第２週を危険物安全週間とし、危険物の保安に対

する意識の高揚及び啓発を全国的に推進しています。 

令和７年は６月８日（日曜日）から６月 14日（土曜日）です。 

 

身近な危険物の取り扱いにご注意ください 

私たちの生活における身近な危険物では、ガソリン、灯油などだけで

なく、消毒用アルコール、缶スプレーなどの日用品にも火災の危険が潜

んでいます。使用方法、廃棄方法を再確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度危険物取扱者試験受験者の皆さんへ 

●危険物取扱者準備講習会 ●危険物取扱者保安講習会   

詳細または開催および中止の決定は 右記二次元コードへ   

  （一社）奈良県防災安全協会   （ 0742-81–9788 ） 

 

●危険物取扱者試験 甲種乙種（１～６類）・丙種   

詳細または開催および中止の決定は右記二次元コードへ  

 （一財）消防試験研究センター   （ 0742-32–5119 ） 

 

 

奈良県広域消防組合 吉野消防署予防課 

📞📞 0746-32-1011 

 

ガソリンや灯油などを炎天下や火の近くに置かない！ 

 

 
 

広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！

村の情報を発信しています

▲村の暮らしを届ける
ウェブサイト「きなりと」

▲LINE ▲YouTube ▲Facebook ▲Instagram

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内1002番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和７年４月30日現在

転入　11人
出生　０人
転出　６人
死亡　４人

人　口
男
女

世帯数

783人
371人
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先月比
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　本村では、親切美化県民運動の取組を例年実施しており、本年度は
5月22日、きなり館前に、トヨタユナイテッド奈良株式会社様より寄
贈いただいた、マリーゴールドやサルビアを中心に植栽を行いました。
　早朝から「寺垣内ひまわりの会」「池原花の会」「大里花の会」の活
動員の方々と一緒に作業を行い、色とりどりの花苗を植えることがで
きました。
　この植栽活動は秋にも行っており、１年を通して鑑賞していただく
ことができるため、村民の皆様はじめ、きなり館を訪れた観光客にも
好評で、事務局、各会の活動員もやりがいを感じることのできる事業
となっています。
　また、きなり館前の植栽以外に、各地区にも様々な花の植栽を行っ
ており、「花いっぱいの村づくり」を目的に、こちらも１年を通して日々
活動員の皆さんに活動いただいております。
　今後も、村内・村外関わらず花を鑑賞、花の魅力を感じていただき、
皆さんの心の癒しになるよう、色とりどりの花を植え、この活動を続
けていきたいと思っています。
　今回参加いただいた活動員の皆さん、本当にありがとうございまし
た。
　村民の皆様にもぜひ足を運んでいただき、きれいな花を鑑賞してい
ただけたら幸いです。

花いっぱいの村づくり
№816 R７（2025）.６ （　　　）〈広報　下北山〉 12



広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！
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　早朝から「寺垣内ひまわりの会」「池原花の会」「大里花の会」の活
動員の方々と一緒に作業を行い、色とりどりの花苗を植えることがで
きました。
　この植栽活動は秋にも行っており、１年を通して鑑賞していただく
ことができるため、村民の皆様はじめ、きなり館を訪れた観光客にも
好評で、事務局、各会の活動員もやりがいを感じることのできる事業
となっています。
　また、きなり館前の植栽以外に、各地区にも様々な花の植栽を行っ
ており、「花いっぱいの村づくり」を目的に、こちらも１年を通して日々
活動員の皆さんに活動いただいております。
　今後も、村内・村外関わらず花を鑑賞、花の魅力を感じていただき、
皆さんの心の癒しになるよう、色とりどりの花を植え、この活動を続
けていきたいと思っています。
　今回参加いただいた活動員の皆さん、本当にありがとうございまし
た。
　村民の皆様にもぜひ足を運んでいただき、きれいな花を鑑賞してい
ただけたら幸いです。

花いっぱいの村づくり
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きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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アマゴ釣り教室

赤ちゃん誕生祝い金を交付しました。赤ちゃん誕生祝い金を交付しました。赤ちゃん誕生祝い金を交付しました。
赤ちゃんの誕生を祝福し、あわせて健やかな成長を願い、

「赤ちゃん誕生祝い金」が交付されました。

竹本 渚紗 ちゃん （父・知昭さん　母・沙耶さん）
（令和7年2月5日生まれ）

「温かく見守ってくださる地域の皆さまに感謝しながら、
健やかに成長していってほしいと願っています！」

なぎ さ

令和７年度下北山村生活応援商品券を配布しました。

お問合せ　下北山村役場　地域振興課 TEL：07468-6-0074
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